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高井章子、北埜学、弘田弘子、藤澤玲子、宇野田喜一、谷本啓爾、佐野寛行、寺前純吾、中嶋秀人、

花房俊昭 
2 型糖尿病、膵臓癌の経過中に脳梗塞を来たし Trousseau 症候群と診断した１例 
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辻本直之、宍倉佳名子、井畑蘭子、谷本啓爾、寺前純吾、花房俊昭 
妊娠に伴いビタミン D 必要量が増加した術後副甲状腺機能低下症の一例 
 
第 13 回内分泌学会近畿支部学術集会 2012.10.20（大阪） 
宍倉佳名子、谷本啓爾、忌部歩、辻本直之、平岩哲也、後藤功、東治人、辻求、寺前純吾、花房俊昭 
副腎および肺に腫瘤を認め、診断・治療に難渋した副腎皮質癌の一例 
 
第 10 回Ⅰ型糖尿病研究会（唐津）2012.11.3-4（佐賀） 
今川彰久、花房俊昭 
Fulmiant  Type1 daiabetes and virus 
 
長谷田文孝、今川彰久、堤千春、三柴裕子、寺前純吾、花房俊昭 
劇症 1 型糖尿病における CD4+CD45RA-Foxp3high activated 制御性 T 細胞の量的・質的検討 
 
藤澤玲子、長谷田文孝、堤千春、廣峰義久、能宗伸輔、川畑由美子、三井しのぶ、寺前純吾、 
池上博司、今川彰久、花房俊昭 
「1 型糖尿病患者末梢血の CD4 陽性 T リンパ球における PD-1 の発現」 
 
第 49 回日本糖尿病学会近畿地方会 2012.11.17（京都） 
柴崎早枝子、寺前純吾、栗岡聡一、花房俊昭 
術前後でインスリン分泌能・抵抗性を評価し得た膵管内乳頭粘液性腫瘍合併 2 型糖尿病の一例 
 
稲葉惟子、宮里 舞、谷本啓爾、佐野寛行、三柴裕子、大西峰樹、寺前純吾、花房俊昭 
シタグリプチンを追加した BOT により血糖不安定性の改善を認めた 2 型糖尿病の一例 
 
北埜学、高井章子、弘田弘子、藤澤玲子、宇野田喜一、谷本啓爾、佐野寛行、寺前純吾、中嶋秀人、

花房俊昭 
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花房俊昭 
「糖尿病ケトアシドーシス発症後に症状性精神病と診断された 1 型糖尿病の症例」 
第 11 回全国ヤングＤＭカンファレンス 2012.11.23（大阪） 
堤 千春 
分科会 B ⑦ヤング DM における「恋愛・結婚」 
 
第 23 回日本老年病医学会近畿地方会 2012.11.24（大阪） 
宍倉佳名子 谷本啓爾 寺前純吾 花房俊昭 
糖尿病患者における四肢筋肉量と臨床像との関連の検討 
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第 55 回日本甲状腺学会学術集会 2012.11.29-12.1（福岡） 
高松順太、村上康弘、有島 武志、谷本啓爾、辻本直之、 芝原千恵 
橋本病は加齢とともに増加する疾患か各種甲状腺疾患患者の年齢分布を解析して 
 
Endo DM 2012.12.8（大阪） 
中村秀俊、宮𦚰𦚰 正博、藤澤 玲子、宮里 舞、宍倉 佳名子、谷本 啓爾、佐野 寛行、大西 峰

樹、寺前 純吾、花房 俊昭 
糖尿病教育入院を契機に身体徴候などから内分泌異常の合併が疑われた１例 
 


